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保育所における保護者支援研究の現代的課題
高 橋 真由美（藤女子大学 人間生活学部 保育学科)
保育所における保護者支援は、児童福祉法や2008年改正の現行保育所保育指針に、子ども
の保育と同様に保育者の業務として明確に位置づけられている。本稿では、保育所に入所し
ている子どもの保護者に対する支援の歴史的変遷や保護者支援に関する先行研究を概観した
上で、保育所における保護者支援の現代的課題について考察した。保育所における保護者支
援は、保育所の設立当初から保育士たちによって行われてきたことであるが、時代の変化と
ともに求められるものが変容し、現代においては多くの保育士が支援にあたり困難感をかか
えている。その要因として、子どもや保護者の変化が多くの先行研究で挙げられているが、
本稿では保育所における保護者支援にいくつかの二重性が潜んでいることが保護者支援の難
しさを生んでいることを示唆している。
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１．はじめに
児童福祉法では、保育士とは「専門的知識及び技術
をもつて、児童の保育及び児童の保護者に対する保育
に関する指導を行うことを業とする者をいう」（第十八
条の四)??と定義されており、保育士には子どもへの保
育のほかに、保護者への支援も業務として求められて
いる。保育所における保護者への支援は、保育所が設
立された経緯からみても、設立当初から保育士（保母）
達によって行われてきたことである。しかしながら、
2008年に改定された現行の保育所保育指針「第６章保
護者に対する支援」に、「保育所における保護者への支
援は、保育士等の業務であり、その専門性を生かした
子育て支援の役割は、特に重要なものである」??と記さ
れたことにより、保護者への支援があらためて保育者
の業務として明言化されたのである。保育所保育指針
には、保育所に入所している子どもの保護者に対する
支援と、地域における子育て中の家庭への支援の両方
が保育者の業務として挙げられているが、本稿では保
育所に入所している子どもの保護者への支援に焦点を
あて、その現代的な課題について考えていく。
２．保育所における保護者支援とは
⑴ 保育所保育指針にみる保護者への支援
保育所保育指針は、1952年に当時の厚生省が刊行し
た「保育指針」を基に、1965年に初めて作成され、通
達された。そこから現行の保育所保育指針に至るまで
の間、1990年、1999年と２度の改定を経てきた。亀崎
は、保育所保育指針に保護者への支援に関する記述が
されたのは、1999年改定の保育所保育指針からである
と指摘している??。この改定では、第13章に保育所に
おける子育て支援に関する記述が追加された。しかし
ながらここに記されているのは、一時保育・地域活動
事業・相談助言など、地域の子育て家庭に対する支援
についてであり、入所している子どもの保護者への支
援について明記されたのは、2008年改定の現行保育所
保育指針からである。
現行の保育所保育指針第６章「保護者に対する支援」
には、はじめに保護者に対する支援の基本が記され、
次いで保育所に入所している子どもの保護者に対する
支援と地域における子育て支援のそれぞれについて、
その内容や方法が記されている。
保護者に対する支援の基本については、①子どもの
最善の利益を考慮し、子どもの福祉を重視する、②保
護者とともに子どもの成長の喜びを共有する、③保育
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士の専門性や集団という環境を生かした支援を行う、
④保護者の状況を踏まえ、保護者の養育力の向上に資
するように支援する、⑤保護者の気持ちを受け止め、
信頼関係を築き、保護者の自己決定を尊重する、⑥子
どもの利益に反しない限りプライバシーを尊重する、
⑦地域の子育て支援に関する資源の活用、関係機関、
団体等との連携図るという７つのポイントを挙げて説
明がなされている??。すなわち保護者支援における基
本的方針とは、子どもの最善の利益を保障するために、
その専門性や集団保育という環境を活かした支援をす
ることで保護者の養育力の向上に努めること、その支
援の際には保護者の状況や気持ちを受け止め、保護者
の自己決定やプライバシーを尊重することに留意し、
必要に応じて地域資源を利用し、関係機関との連携を
図ることなのである。
この基本的な方針を踏まえ、第６章にはさらに保育
所に入所している子どもの保護者への支援の内容や方
法について記述されている。それによると、保護者へ
の支援は日常の保育と一体に行われる特徴があると
し、日常の子どもの様子や日々の保育の意図を送迎時
や会合・行事などでの会話や連絡帳・通信を活用して
伝えることにより、保護者との相互理解を図るように
努めること、子どもに障害や発達上の課題があったり、
保護者に育児不安などが見られる場合には、保護者の
希望に応じて個別の支援を行うように努めることが支
援の内容や方法として記されている。また保護者の仕
事と子育ての両立を支援するため、延長保育、夜間・
休日保育、病児・病後児保育などの多様な保育を実施
する場合には、保護者の状況に配慮し子どもの福祉が
尊重されるようにすることや、保護者に不適切な養育
などが疑われる場合の対応についても触れられてい
る??。
以上のように、2008年に改定された保育所保育指針
によって、それまで各保育所で取り組まれていた保護
者への支援は、より組織的に意図的に行うものとして
認識され、保育士には、保育の知識や技術に加えて、
ソーシャルワークやカウンセリングなどの知識や技術
を援用する必要があることが指摘されるようになっ
た??。
⑵ 保育所における保護者への支援の歴史的変遷
上記のように保護者への支援は2008年の保育所保
育指針の改定に伴い、保育士の業務として明確に位置
づけられることとなったが、保護者を支援することは、
昔から保育所の使命であると認識されていたことが過
去の文献から読み取ることができる。
藤野井は、保育所は幼児を通じての家庭の保護者指
導について無関心であることは出来ず、もしこの役目
が保育所に織り込まれていなければ、保育所の存在意
義は失われるとし、保育所は家庭全般がその事業の対
象であるとしている??。また戦後、児童福祉法が公布さ
れたのちにも、幼児たちの個性の指導には、各幼児の
環境をよくすることが不可欠であるため、家庭の協力
を得るように母親に子女教育への関心を持たせること
の重要性が説かれたり??、保護者の愛情のあり方が乳
幼児にとって問題となるとし、温かい愛情を持つよう
に母親の教養を高めることを保育所が乳幼児を通して
行わなければならない??とされているように、昔から
保護者への教育（支援）は保育所保育士（保母）の使
命として認識され、実践されてきたのである。森上は
この時代には、教師や保育者の仕事が「子どもへの教
育（保育）」と「それ以外のこと」というように分けて
捉えられておらず、子どもの家庭に頻繁に訪問したり、
地域活動に参加することが教師や保育者によってなさ
れていたとしている。それが昭和40年代（1965年～75
年）を境にして、教師や保育者の仕事が学校や園の内
部に限定され、決められた時間内に決められた役割を
遂行する存在へと変化してきたとし、それ以降、保育
者は子どもの保育以外のことを「雑務」としてきた経
緯があることを指摘している???。
金崎は、1976年を起点とする「国連婦人の十年」の
動きにより、子どもを生み育てることが不平等や差別
の原因になってはならず、子どもを育てるということ
は婦人と男性と社会全体でかかわり合うことであると
言われ始めたこと、母子の密室化が問題となり集団保
育の意義が問われ、幼児教育に対する国民的関心が高
まったことにより、婦人労働者の援助が主な役割と認
識されていた保育所が、他の機能を期待されるように
なったと指摘している。その上で、1980年代の保育所
には、主機能として乳幼児の生命の保全と発達の保障
をする「児童に対する機能」、副機能として家庭経済の
安定と生活改善を促進する「家庭に対する機能」と労
働力の提供と地域連帯意識の高揚のための「社会に対
する機能」が求められていくのではないかとしてい
る???。
1985年には、男女雇用機会均等法が公布され、女性
の社会進出が進む時代に突入したが、女性は子どもが
できたら退職して育児に専念するという社会一般の風
潮がまだ根強く残るこの時代では、常勤労働者として
保育所を利用する保護者は、仕事が続けられるのは保
育所のおかげであり、入所できたことは幸いなことで
あるという感覚をもつ者も多く、保育所への感謝のま
なざしや保育所との協力関係があった。土田は、この
ような状況下においては、保育士は日中の子どもの生
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活だけを知っていれば保護者との対話が可能であり、
保護者の就業状況からくるニーズよりも、子どものた
めになるか否かという視点のみを考えた保育を展開す
れば良い時代であったことを指摘している???。
その後、1989年に合計特殊出生率が1.57となった
「1.57ショック」がきっかけとなり、少子化社会への懸
念から子育ての問題を社会問題として捉える視点の欠
如が指摘され始め、1994年のエンゼルプランにより、
「子育て支援」が国の施策として明確に打ち出されるこ
ととなった。その後、1999年に新エンゼルプラン、2003
年に少子化社会対策基本法、次世代育成支援対策推進
法の公布、2008年に新待機児ゼロ作戦などの、少子化
に対する数々の対策がとられてきた。さらに2010年１
月には、子育てを「家族や親が担う」とする個人に過
重な負担をかけるような従来の考え方から、「社会全体
で支えるもの」という考え方への転換として「子ども・
子育てビジョン」が閣議決定された。これらの政策に
沿う形で、保育所に課せられる役割も多様化し、保護
者への支援が保育士の重要な業務として明確に位置付
けられることとなったのである。
以上のように、昔から保育所の使命とされてきた保
護者への支援であるが、その内容には変容が見られる。
戦前の保育所による保護者支援は、支援というよりむ
しろ「子どもの健全な成長のための保護者の教育」と
いう意味合いが強いように読み取れる。戦後に児童福
祉法が公布されたのちにもその意味合いは残っている
ものの、「母親に子女教育への関心をもたせること」を
重視している点を見ると、戦前の「保護者教育」のよ
うな直接的指導というよりは、母親の気持ちを子育て
に向かわせる必要性を説いている。そういった点では、
現在の保護者支援の考えに近いということができる。
しかしその様子は、昭和40年代頃より変化を見せる。
この時代には保護者への支援が保育士の任務であると
いう意識が薄れはするものの、保護者とのかかわりに
おいては、戦前に見られた「子どもの健全な成長のた
めの保護者の教育」に近い感覚を保育士たちが持ち、
子どもによかれと思うことを、保護者に要求し、それ
が受け入れられていくという構図があったのではない
だろうか。そのような時代を経て、1990年代以降は、
少子化問題と相まって、保育所が多様な役割を担うこ
とになった。また家族の形態や保護者の働き方が変容
してきたことなどにより、保護者への支援が保育士の
重要な責務として明確に位置付けられ、その支援の方
法も保育所保育指針によって明記されることとなっ
た。金崎が指摘したように、保育所には、「社会に対す
る機能」が求められているのである。
３．保護者支援の困難性
保護者への支援は保育士の重要な業務とされている
が、保護者支援には困難が伴うという現場の声や報告
も多く見られる。それらの困難を引き起こす要因とし
て、ひとつに子どもが発達障害や問題行動を抱えてい
ることが挙げられる?????????。また、「保護者が自分から
話しをしに来てくれない」「疲れているお母さんが多
い」「経済状況の格差が大きい」など、保育者により保
護者自体の変化が指摘され???、気になる保護者の特徴
として「保育者の話が伝わらない」「しつけや関わり方
が気になる」「子どもに対して無関心、放任」「子ども
観や子どもの見方が気になる」「子どもに対して過保
護、過干渉」「子どもより自分中心」などが挙げられて
いる???。
それらの困難性を乗り越え、支援を機能させるため
に、ソーシャルワークを基盤にした支援の必要性が指
摘され???、「親の気持ちや養育力を理解する」「関係形成
とコミュニケーションの方法を具体的に提示し、子ど
もの成長や変化を言語で伝える」「母親のつらさへの共
感と孤独への配慮、ネットワーク構築の手助けをする」
「親の自尊心や誇りを尊重し、育児や仕事に対しての承
認や評価をする」など具体的な方法も挙げられてい
る???。
小川は、高学歴・高齢初出産母子に対する支援１事
例の分析を通して、母親の価値観が変わることで支援
が機能していく過程を追い、その際に子どもがより良
く変わるプロセスを可視化して示すことや女性として
の母親への寄り添いが必要であることを指摘してい
る???。また木曽は、「気になる子ども」への支援過程に
ついて保育士５名に対して聞取り調査を行い、保育士
が「子どものための思いの基盤」を常に持っているこ
と、「保護者との対立」という経験を経て保育士の働き
かけが「子どものために理解を求める」から「保護者
に合わせる」へ変わっていくこと、さらに「保護者に
合わせる」関わりに変わっても保育士は「子どものた
めの思いの基盤」と「保護者に合わせる」の間に葛藤
を抱いていると指摘している???。
さらに小川は、子育て課題をもつ母親とそれに関わ
る保育士へのインタビュー調査により、母親の子育て
している自分以外の側面である「子としての母親」「妻
としての母親」の肯定感の向上が育児態度の改善に結
びついていること、保育士がタイミングを見て子ども
の良いところをのばす提案をすることで母親の子ども
への関わりが変化し、結果的には「子育てしている自
分」に肯定感をもつことにつながるプロセスを明らか
にしている???。
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以上の先行研究からは、保育士が支援の困難要因を
子どもや保護者の状況にあると認識している場合が多
く、それらの困難なケースに向かう時に保育者は、「子
どものため」を基盤におきながらも、保護者への共感
や保護者の立場になって考えてみることで、保護者と
の関係を良好なものにし、保護者の養育力向上に結び
つけているということがわかる。
４．保護者支援研究の現代的課題とは
以上、保育士に求められている保護者支援の内容や
方法、保護者支援の歴史的変遷、保護者支援に関する
先行研究を概観してきた。保護者への支援に求められ
ることやその方法は社会や保護者の状況の変化と共に
変容し、現代において、保育士には、その専門性をもっ
て、子どもの保育と同様に保護者への支援を行うこと
が求められている。しかし現状ではその支援に多くの
困難が伴い、保育士たちが試行錯誤しながらその業務
に当たっている。
保育所保育指針に、保護者支援の基本方針やその内
容と方法が示されているにもかかわらず、現場で働く
保育士達からは、保護者への支援が大変であるという
声が聞かれる。その大変さとはどこからくるものなの
だろうか。そのひとつに、保護者への支援に潜むいく
つかの二重性の存在があるだろう。現代では夫婦が持
つ子どもの数が少なくなったこととも相まって、子ど
もの最善の利益を保障することが重要視され、子ども
が大切にされる時代である。特に保育所は、「児童福祉
法（昭和22年法律第164号）第39条の規定に基づき、
保育に欠ける子どもの保育を行い、その健全な心身の
発達を図ることを目的とする児童福祉施設であり、入
所する子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積極
的に増進することに最もふさわしい生活の場でなけれ
ばならない」???とその目的が示されていることもあ
り、保育士は子どもの最善の利益を追求しながら保育
を行うことに重きをおいている。しかしながら同時に、
保護者ひとりひとりが置かれている状況に配慮し、保
護者にとって働きやすい環境を整え保護者の自己実現
を保障することも、保育者には求められている。この
事と子どもの最善の利益を尊重していくことは、場合
によっては相反するものとなりうる。子どもの最善の
利益を保障するために、子どものためになることを中
心にすえて考えるあまり、保護者へ過度な要求をする
ことは、保護者の立場から言えば支援どころか迷惑に
なってしまうかもしれない。逆に保護者のニーズに限
りなく応えようとすることが、時には子どもの最善の
利益を損なうことにつながることもあるだろう。例え
ば、仕事を休むことができない保護者が子どもの病気
を心配して外で遊ぶことに否定的な態度を示すという
場面があるとする。子どもの最善の利益を中心に考え
ると、「外遊びがどのくらい子どもの成長に大切なもの
なのかがわからない親＝困った親」のような思いを抱
くことになるだろう。しかしながら、保護者のニーズ
に応えるということに重きをおけば、「仕事を休めない
こと」を受け入れ、何等かの手立てすることになり、
場合によっては子どもに不利益となる選択をしなくて
はならないことにもなりかねない。この例は少し極端
かもしれないが、日常の保育では、これに似た葛藤や
ジレンマが保育士たちにはあるのではないだろうか。
保育所保育指針では、保護者への支援と子どもの最善
の利益の尊重という２面のバランスを取りながら保育
および保護者への支援に当たるということが求められ
ている。この２面のバランスをとることは、そう簡単
なものではなく、そこに保護者支援の難しさがあるの
ではないだろうか。
また保育所という施設が、福祉施設であると共に、
乳幼児の教育施設的意味合いも持ち合わせているとい
う二重役割をもつという特色も保護者支援の難しさを
引き起こす要因のひとつと考えられる。「福祉」の側面
からいうと、保育所は、親と子の生活状況を捉え、そ
の生活の質が向上させることが施設の目的となる。し
かしながら、「乳幼児の教育施設」という側面には、乳
幼児の成長・発達を保障するという意味合いが強く、
福祉的視点にたつ時よりも、親子の生活状況とその質
には、重点がおかれないのではないだろうか。さらに
保護者支援は言葉の意味からすると保護者を支援する
ことだが、その支援には子どもの成長・発達を保障す
ることも含まれているという、支援対象の二重性を持
ち合わせている。保護者の支援をしながらも、その後
ろでは常に子どもにとってどうなのかということを考
えなくてはならない。このことも保育所における保護
者への支援を難しくしている要因であるように思う。
以上のように、保育所における保護者支援に潜むい
くつかの二面性が存在することが、支援の困難要因の
根底にあるように思われる。現行保育所保育指針が施
行されてから７年が経過し、この４月からは「子ども・
子育て支援新制度」が本格的に施行され、ますます保
護者への支援が重要になってくる今、保護者支援の困
難要因の根底にあるものを乗り越えて行う専門性を
もった支援とはどのようなものか、社会における親子
がおかれている現状、保護者の働き方の問題、保育士
の業務内容の実態などを多角的に捉えて考え直してい
くことが、保育所における保護者支援研究に今、求め
られていることであるように思う。
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保育所における保護者支援研究の現代的課題
A study of present issues related to parent support in the context
 
of the Japanese nursery schools
 
Mayumi TAKAHASHI
(Fuji Women’s University,Faculty of Human Life Sciences,Department of Early Childhood Care and Education)
This study investigates the present issues related to parent support in the context of
 
the Japanese nursery schools by reviewing past studies on parent support,and how this
 
support has changed over time. Parent support was introduced by the nursery school
 
teachers when nursery schools were first established. However,many current teachers
 
are facing difficulties in providing support to the parents as the expected role of a
 
nursery school teacher changes over times. This trend could be due to the changes in
 
children and parents,which are frequently reported in past studies. And in this study,
the author pointed out some duality as the cause of difficulty in providing parent support.
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